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今年から「はなしのぶミニコンサー ト」も行われています。
(7月 514・ 21日 にも午後 8時から体暇村南阿蘇で開催予定)

21回 目を迎えた「はなしのぶコンサー ト」が、6月 7日 (日 )

休暇村南阿蘇 「阿蘇野草園」で開催されました。

前日まで雨の日が続いていましたが、みんなの願いが込め

られた 「てるてるぼうず」の効果が表れたのか、 5年ぶ りに

屋外での開催 とな りました。

今年も尚綱中学・高校マン ドリンクラブ (官尾光一先生指

揮)が奏でる澄んだ音色や、高森小学校 (はなしのぶ合唱団)

の合唱などで約2,500人 の聴衆を最後まで魅了させました。

また、午後か らは『花 と遊ぼ う』 と題 して、「この花な～

に」と野草園で自然観察会が行われ、大勢の参加者たちは野

に咲く本物の野草に魅入っていました。

このコンサー トは 「野の花に語 りかける」コンサー トとし

て、自然に感謝 し自然を守る大切さをみんなで考えようと開

催されてきたものです。
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高森小学校「はなしの,3ヽ合唱団」 (5年生35名
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6月 7日 、高森保育園で 「こども赤十字」の登録

式が行われ ました。

こどもの時か ら、困っている人を助 ける ことを学

ぶために、同保育園では毎年登録 を行 っています。

式では、園長先生か ら赤十字のバ ッジを贈 られ る

と、「こども赤十字の一人 として、強い身体 とや さし

い心 をもち、みんなのためになる ことをします。」と

園児全員でちかいました。
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コ
ン
サ
ー
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卜
」
が
天
気
に
な
り
ま
す
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、
高
森
町

観
光
協
会

（吉
良
禎
人
会
長
）
が
行

い
ま
し
た
、
第
十

一
回
て
る
て
る
ぼ

う
ず
コ
ン
テ
ス
ト
に
は

一
〇
九
点
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

・
‐‐■

=一
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』
員

ヤ

ン
テ
ス
ト
の
結
果

（敬
称
略
）

「に
じ
の
て
る
て
る
ぼ
う
ず
」

高
森
保
育
園

「
ハ
ツ
ピ
ー
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
」

宇
藤
千
春

「♪
あ
―
し
た
て
ん
き
に
し

て
お
く
れ
♪
」

山
室
英
子

「て
る
て
る
ベ
イ
ビ
ー
」

林
さ
つ
き

。
杉
田
ち
え
こ

。

津
留
あ
か
ねぎ

帽子にバッジを付けてもらいました

1.水 と緑と上の |こ あい、いつばいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町 |こ します。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て華せな〔B[|こ します。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

にじのでるてるぼうず
八ッピーウエディング
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変
わ
り
ま
す

２１
世
紀
の

（
）
定
数
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

☆
参
議
院
議
員
の
定
数
は
、
二

百
五
十
二
人
か
ら
三
百
四
十

二
人

へ
削
減
さ
れ
ま
す
。
（十

人
減
）

☆
選
挙
区
の
議
員
定
数
は
、
岡

山
県
・熊
本
県
・鹿
児
島
県
が

そ
れ
ぞ
れ
四
人
か
ら
二
人

へ

削
減
さ
れ
ま
す
。

☆
平
成
十
三
年
、
十
六
年
の
二

回
の
通
常
選
挙
の
際
に
、
五

人
ず
つ
削
減
さ
れ
ま
す
。

☆
各
選
挙
で
は
定
数
の
半
数
ず

つ
改
選
さ
れ
ま
す
。

特
設
人
権
相
談
所
開
設

ヽ

、

、
ヽ

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受
付
を

行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
　
七
月
二
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談

休
日
在
宅
医

人
権
擁
護
業
務
の

一
環
と
し
て
、

法
務
局
と
阿
蘇
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
の
共
催
に
よ
り
、
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
平
成
十
三
年
七
月
十
七
日

（火
）
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

■
場
所
　
高
森
町
芙
蓉
館

■
担
当
者
　
法
務
局
職
員
　
総
務
係

長
　
田
島
和
昭

人
権
擁
護
委
員
　
岩
下
敬
公
、
馬
原

清
二
、
児
玉
民
江
、
堤
國
雄

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は
当
日
以

外
に
も
自
宅
に
お
い
て
相
談
に
応
じ

て
お
り
ま
す
。

法
律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き

七
月
二
十
八
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
七
月
十
九
日
（木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

■
と
　
き
　
七
月
二
十
七
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
八
月
四
日
（土
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

●   ●

●   ●

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

一却
網

一筆
だ
′′「フ
¨
ヨ
コ

グ

一二

　
一書

レ

ノ
ィ
Ｊ．

〓
〓
Ｊ

▼
う

っ
と
う
し
い
梅
雨
が
終
る
と
、

い
よ
い
よ
夏
本
番
。
夏
の
暑
さ
は
あ

ま
り
得
意
で
は
な
い
編
集
者
で
す

が
、広
報

マ
ン
は
広
報
ネ
タ
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
出
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
梅
雨
時

に
開
催
さ
れ
る
「は
な
し
の
ぶ
コ
ン

サ
ー
ト
」
は
、
５
年
ぶ
り
に
晴
天
で

し
た
。
過
去
二
十
回
開
催
さ
れ
た
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
現
在
ま
で
晴
天

の
日
よ
り
雨
天
の
日
の
方
が
勝
ち
越

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
広
報
担
当

一

年
目
に
し
て
屋
外
で
取
材
が
で
き
る

こ
と
は
ラ
ッ
キ
ー
な
こ
と
で
し
た
。

何
せ
前
広
報
担
当
の
Ｔ
さ
ん
は
、
四

年
間
担
当
し
ま
し
た
が
四
回
の
取
材

が
す
べ
て
屋
内
で
の
取
材
だ
っ
た
そ

う
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
〈
岩
徹
〉

７

月

８

日

７

月

１５

日

７

月

２０

日

７

月

２２

日

７

月

２９

日

８

月

５

日

８

月

１２

日

８

月

１９

日

南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

Ｔｅｌ
⑦
‐
２
０
３
０

藤

本

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
０
０
２
０

平

田

医

院

Ｔｅｌ
②
‐
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②
‐
０
６
４
６

立

野

病

院

Ｔｅ‐
③
‐
０
１
１
１

中

村

医

院

Ｔｅ‐
⑦
‐
２
３
３
３

立

野

病

院

ｕ
③
‐
ｏ
ｌ
ｌ
ｌ

寺

崎

医

院

Ｔｅ‐
②
‐
０
３
７
８

*都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部テレホン

サービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

(2)(19) 今度の温泉館休館日 7月 18日 (第 3水曜日)β 月22日 (第 4水曜日)

おめでた・おくやみ
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森 ち
~や

ん ('電滋
|たん じ よ _ラ  笠滲
松井  奏ちゃん

(多 々野)4.17生

安方 叶大ちゃん

(中 園) 4.24生

住吉 俊亮ちゃん

(中 園) 5.9生
工藤 1真太郎ちゃん

(山 鳥) 5.10生
岩下 智紀ちゃん

(山 鳥) 5.12生

岡本 裕斗ちゃん

(古畑) 5.12生
住吉 正美ちゃん

(中 国) 5.23生

父

母

父
母

父
母

父

母

父
母

父

母

父

母

男

男

男

男

男

男

女

明

子

也

　

史

巳

幸

紀

恵

慎

貴

竜

　

正
佳

直

真

徹
エ ミ子

緒 方 健 造

(永松)ゆ き

工 藤 敏 博

(甲 斐)美 香

博 美
山美子

住 吉

雄
美

成
代

由
康
真

正
美

園
在

畑

切

園
園

切

中
上

大

下

中
中

見
森

切

切

見
見

色
高

下
下

色
色

状
こ _ヽ_/

隕

5.  1

5.  1

5.15

／

′

―

ヽ

、

／

ノ

ー

ヽ

、

／

′

―

ヽ

、

所

和

原

Ⅶ

和

二町

原

町

園

住

昭

前

湘

昭

湘

酎

上

中

伊藤

後藤

族

エサ

，理

ヒ干

御

飯

津

原

進

川

石

女

浩

雄

期
末
邦

見

ｌ

ｒ・

）需
自
　
寿

Ｐ
　
ヨ
に

個

志

住

英範

スム

緑

獅

夫

母

夫

夫

母

夫

妻

父

死 亡 者 年齢

飯千 光芳 77

後藤フミヲ 94
進  正弘 86
川津 幸男 74
石原イサエ 94

佐楢見龍海 79
志柿フサエ 74

住吉  停 93

人口の動 き

(5月 末日現在 )

世帯数 2,616(+ 3)
男  3,730(- 2)
女  4,020(+ 3)

総 数 7,750(+ 1)

善意の灯
善 責 の 灯

あ りが と うござ い ま した

(敬称略 ) ≫
■ 町社 会福 祉 協 議 会 ヘ

<香典返 し>石原一二 進まり子 住吉邦雄

志柿末浩 荒牧啓三 松岡ノブ

■ 広 報送料 寄付

白石健一 (大分県)遠 山博昭 (熊本市 )

田上洲夫 (北九州市)進 藤 トキ (大分県)

t菫
＜
に

お くや み
も う しあ げ ます

/
I

ヽ

総定数 242人
96人

146人
比例代表

選 挙 区

今 後これまで

／

′

‐

ヽ

ヽ

252人
100人
152人

総定数
比例代表

選 挙 区

OLL X 夫

7月 29日 (日 )に執行予定の、「第19
重主吾圭 Eたh

`>面

我 |ンL

議員通常選挙」から、新しい制度で行われます。

※ 今回の選挙から、比例代表選挙は非拘束名簿式に変わりますので、政党名または候

補者名のどちらを記載 しても有効投票となります。

投票の際は、投票記載所の掲示表を確認の上投票されるようお願いいたします。

高森町選挙管理委員会事務局 TEL 2-1111(内 線 116)

高森町選挙管理委
△

か らのお知 らせ

★投票所での投票順序

1.熊本県選出議員 (う すい黄色の投票用紙 )

2.比例代表選出議員 (白 色の投票用紙 )

7ヽ

口



こ
の
夏
、
「
い
き
い
き
自
然
発
見
隊

ｉ

ｎ
２
０
０
１
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
趣
旨
　
菊
池
少
年
自
然
の
家
及
び

周
辺
地
域
に
お
け
る
自
然
の
中
で
、

キ
ャ
ン
プ
や
渓
流
遊
び
を
通
し
て
、

野
外
活
動
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
に
親
し
む
態
度

を
育
て
ま
す
。

■
期
日
　
平
成
十
三
年
七
月
二
十
九

日

（日
）
～
七
月
三
十

一
日

（火
）

二
泊
三
日

■
場
所
　
菊
池
少
年
自
然
の
家
及
び

周
辺
地
域

■
参
加
対
象
　
小
学
校
３
・４
・５
・

６
年
生
及
び
中
学
生

■
募
集
人
員
　
定
員

一
ｏ
ｏ
名

■
活
動
内
容
　
①
野
外
炊
飯
②
渓
流

探
検
（沢
登
り
）
・ヤ
マ
メ
つ
か
み
③

ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
④
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
⑤
キ
ャ
ン
プ
フ
ア
イ
ヤ
ｌ

⑥
カ
ブ

ト
ム
シ
・ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
採
り
⑦
竹

細
工
③
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム

■
参
加
費
　
一
人
四
千
五
百
円

■
申
し
込
み
期
間
及
び
方
法
　
平
成

十
三
年
六
月
二
十
九
日
～
七
月
二
十

一
日
ま
で
の
期
間
に
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
。

■
申
し
込
み
先

熊
本
県
立
菊
池
少
年
自
然
の
家

ＴＥＬ

０

９

６

８

・

２

７

・

０

０

６

６

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

９

６

８

・

２

７

・

０

８

８

０

交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
　
一一
一

作
文
募
集
・

テ
ー
マ

「我
が
家
の
交
通
安
全
」

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
お
い
て
、ま

た
、
家
族
の
構
成
員
と
し
て
学
校

・

職
場
・地
域
等
に
お
い
て
交
通
安
全

に
つ
い
て
考
え
、話
し
合

っ
た
内
容

や
方
法
、
そ
の
結
果
実
行
し
て
い
る

こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
交
通
安
全
に
つ

な
が
る
、
日
常
の
会
話
や
独
自
の
工

夫
、慣
行
な
ど
の
実
践
例
に
つ
い
て

作
文
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間
　
平
成
十
三
年
七
月

一

日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で

■
応
募
区
分
　
①
小
学
校
低
学
年
の

部

（
一
年
生
及
び
二
年
生
）
②
小
学

校
中
学
年
の
部
（三
年
生
及
び
四
年

生
）
③
小
学
校
高
学
年
の
部

（五
年

生
及
び
六
年
生
）④
中
学
生
の
部
⑤

母
親

。
一
般
の
部

■
応
募
方
法
　
小
学
生
及
び
中
学
生

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

（パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
作
成
可
）
。

作
文
に
は
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
題

を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
応
募

作
品
に
は
応
募
区
分

・住
所
・郵
便

番
号
・氏
名
（ふ
り
が
な
Ｙ
学
校
名
・

学
年
・学
校
所
在
地
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

母
親
二

般
四
百
字
詰
め
原
稿
用

紙
五
枚
以
内

（パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ

ロ
作
成
可
）
。
作
文
に
は
内
容
に
ふ

さ
わ
し
い
題
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
応
募
作
品
に
は
応
募
区
分

・

住
所

。
郵
便
番
号

・
氏
名

（ふ
り
が

な
）
年
齢

・
職
業

・
電
話
番
号

・
応

募
の
動
機

（例
え
ば
ポ
ス
タ
ー

・
チ

ラ
シ
を
見
て
等
）を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

■
送
り
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
１
０
１

・
０
０
２
１

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
２
の
２
の

１７
共
同
ビ
ル

（社
）

日
本
交
通
福

祉
協
会
交
通
安
全
作
文
募
集
Ｓ
係

ＴＥＬ
０
３

・
３
２
５
５

ｏ
２
０
８
１

知
的
障
害

（児
）
者

巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

知
的
障
害

（児
）
者
の
更
生
に
つ

い
て
、
知
的
障
害

（児
）
者
及
び
そ

の
家
族
、
又
は
関
係
者
等
か
ら
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
内
容

①
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
相
談

②
医
療
に
つ
い
て
の
相
談
（精
神

不
安
定
、
異
常
行
動
等
）

③
年
金
に
つ
い
て
の
相
談

④
就
労
に
つ
い
て
の
相
談

⑤
施
設
入
所
に
つ
い
て
の
相
談

⑥
療
育
手
帳
申
請
に
つ
い
て
の

相
談

（再
判
定
は
除
く
）

■
相
談
員
　
社
会
福
祉
主
事
、心
理

判
定
員
、
医
師

（福
祉
相
談
所
、
嘱

託
医
師
）

■
相
談
期
日

平
成
十
三
年
九
月
七
日
（金
）

■
場
所

阿
蘇
地
域
振
興
局
大
会
議
室

■
申
し
込
み
先

役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

に
七
月
二
十
七
日
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

専
門
の
教
師
及
び
福
祉
行
政
の
担

当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
平
成
十
三
年
七
月
三
十
日

（月
）
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■
場
所
　
大
津
町
町
民
交
流
施
設

（オ
ー
ク
ス
プ
ラ
ザ
）
菊
池
郡
大
津

町
大
津
１
２
０
０
の
１

』
０
９
６
・
２
９
３
・
１
８
０
７

■
申
し
込
み
先

高
森
町
教
育
委
員
会

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１
（内
線
２
４
１
）

に
事
前
に
申
し
込
む
か
、当
日
申
し

込
み
の
場
合
は
、
会
場

へ
電
話
の
上

お
い
で
く
だ
さ
い
。

入

札

結

果

（
五
百
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
一早
部
南
部
地
区
第
二
配

水
池
送
水
管
布
設
工
事
　
□
工
期

六
月
六
日
～
九
月
十
日
　
□
金
額

六
百
九
十
二
万
五
千
六
百
円
　
□
請

負
者
　
（株
）
藤
本
組

■
工
事
名
　
団
体
営
村
山
地
区
農
道

整
備
工
事
　
□
工
期
　
六
月
十
五
日

～
十
月
三
十
日
　
□
金
額
　
二
千
七

十
四
万
人
千
円
　
□
請
負
者
　
（株
）

藤
本
組

と
訂
正

∩
）
比
例
代
表
選
挙
は
非
拘
束
名
簿
式
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
は
、
あ
ら
か
じ
め
政
党
の
側
で
候
補
者
の
当
選
順
位
を
決
め

て
お
く
方
式

（拘
束
名
簿
式
）
で
、
有
権
者
は
政
党
名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

新
た
に
導
入
さ
れ
た
非
拘
束
名
簿
式
は
、
名
簿
で
は
当
選
順
位
は
決
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
有
権
者

が
候
補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票
す
る
方
式
で
あ
る
た
め
、
有
権
者
は
当

選
さ
せ
た
い
候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

¬

●   ●

●   ●

明るい選挙の

イメージキャラクター

選挙のめいすいくん

(18)
役場の支払日 7/16(月 )7/25(水 )8/6(月 )8/15(水)時間10時から15時まで

」

から順次当選人が決まります.

(3)

☆「非拘束名簿式」の選挙のしくみ☆

ヽ ノ

① 公示

② 投票
ヽ l′

○○政 党

○本○郎
○山○太
○川○子
○田○江

△ △ 政 党
△木△子
△水△一
△野△代
△中△治

各政党が候補者名簿を届出 (当選順位はなし)

′

へ
（ヽ

ヽ候補者名でも、政党名
でも投票できる

一定の要件を満たす政党
は、当選順位を付けないで候

補者名簿を届け出ます。

③ 開票

有権者は、名簿に記載された候補者名を

投票用紙に記載 して投票 します。ただし、候
補者名に代えて政党名を記載 して投票する
こともできます。

〓
　

〓

各政党の総得票数に応じて議席を比例配分し、候補者ご
との得票数の順に当選人を決める。

彙 L田
市口冽ド

ヽ
１
ノ

Ｃ

卜 (ベ ルギー)の名にち

3人当選

を与える。考案者である

2人

①政党の総得票数に基づいて、「ドント方式」【注】により、各政党の当選人の数が
決まります。なお、政党の総得票数は候補者個人の得票と政党%の得票を合算
したものとします。【注】 例代表選挙における当選人の決定方式。

政党の得票数を 1か ら順

り、その商の大 きい順に
1、 レ■ドT 当壼確定

ヽ ′′

、ヽ 1′

②各政党に配分された当選
かで、得票数のもっとも

○ホ○郎 △△党

政党は… 有権者は…

○○党の

総得票数
○○党候補者
個人の得票数

政党名の

`日

 EE米 群
1:キヨF  '三 テそ  `'1人

△△党の

総得票数

△△党候補者
個人の得票数

政党名の
う日 Eヨ 米鳥
唇   示   以

面示
面示
面示
面示
面示

万

万

万

万

万

○○党 400万 票
壁lO本○郎

聖lO山○太

聖lO川○子
○田○江

政党名の投票

¬
=‐

田日
ノJ,民

蒟示
』示
宙示
面示
蒟示

万

万

万

万

万

△△ 党  3
当|△木△子

当 △水△―
△野△代
△中△治

政党名の投票

０

９

７

５

３

６

０

当選人の決め方は…

』

Ｘ
一
人

い
き
い
き
自
然
発
見
隊

隊
員
募
集

障
害

の
あ

る
子
・ど

育
児

・
就
学
相
談
一

広
報
た
か
も
り
６
月
号
の
中
で
、

高
森
町
消
防
間
の
新
入
団
員
紹
介

を
行

い
ま
し
た
が
、
氏
名
に
　
部
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

第
■
分
団
　
黒
木
薫
さ
ん

介
し
ま
し
た
が
、黒
木
勲
さ―‐ん

り
て
す
．
　

　

●
　

．

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

と
紹

″
ｖ

，
コ
ル

「

ヽ

、

＋

＋

■
―
―
―
―
‥
Ｉ
Ｊ

曙
睡



回

総務課

な お

■職  種 一般事務       ■採用予定人数 2名程度

■勤務先及び職務内容 長部局又は教育委員会に勤務 し、一般事務に従事

■受験資格
1.昭和 47年 4月 2日 から昭和 59年 4月 1日 までに生まれた者。

2.次のひとつに該当する者は受験できません。

ア、日本国籍を有しない者。 イ、成年被後見人又は被保佐人 (準禁治産者を含む)。  ウ、禁

国以上の刑に処せ られ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者。

工、高森町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年 を経過 しない者。 オ、日

本国憲法の施行の日以降において、日本国憲法又はその下に成立 した政府を暴力で破壊するこ

とを主張する政党その他の団体を結成 し、又はこれに加入 した者。

■第一次試験の日時・場所・試験の内容

平成 13年 9月 16日 (日 )午前 8時 30分から/場所未定/高等学校卒業程度 (教養試験・適性

試験 )

■申込手続き

すること。

■受験受付期間

阿蘇広域行政事務組合では

次のとおり職員を募集します。

■職  種

消防吏員 3名程度・寮母 (寮士)1名 程度

■受験資格

消防吏員は、昭和 54年 4月 2日 から昭和 59年

4月 1日 までに生まれた者

寮母 (寮士)は、昭不日49年 4月 2日 から昭禾日

59年 4月 1日 までに生まれた者で、採用 日まで

に准看護婦以上の免許、介護福祉士の免許、介

護支援専門員の免許のうちいずれかの免許を

取得できる者

■第一次試験 日

平成 13年 9月 16日 (日 )予定

■受付期間

平成 13年 7月 23日 (月 )か ら平成 13年 8月

10日 (金)ま で

■受験案内 ・ 受験申込などの問い合わせは

〒 869-2224 阿蘇町大字蔵原 885-1

阿蘇広域行政事務組合事務局総務課総務係

T[L0967-34-1123

高森町発行の申込用紙により、必要事項を記入して、下記申込先に郵送又は持参

平成 13年 7月 23日 (月 )か ら8月 10日 (金 )ま で (土曜日 。日曜日を除 く)

郵送の場合は 8月 10日 までの消印のあるものに限 り受け付ける。

受付時間は、午前 8時 30分から午後 5時 まで。

●   ●

●   ●

ふもと会の 「ふもと総踊 り」

人
ク
ラ
ブ
演

■問い合わせ 。申込先 〒869-1602 阿蘇郡高森町大字高森2168番地

高森町役場総務課 TEL 09676-2… 1111(内線 113)

六
月
九
日

（土
）
、
高
森
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（林
成
男
会

長
）
主
催
に
よ
る
、
恒
例
の
老
人

ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
が
高
森
中
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
出
演

者
と
観
客
が

一
体
と
な
り
楽
し

い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数

は
九
百
八
十

一
名
で
、
日
々
励

ま
し
合
い
助
け
合

っ
て
様
々
な

活
動
を
展
開
し
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
な
ど
に
も
お
元
気
で
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
も
、
歌
や
踊
り
の
出

し
も
の
で
出
演
者
は
大

ハ
ッ
ス

ル
。
会
場
内
は
大
き
な
拍
手
や

歓
声
が
響
き
わ
た

っ
て
い
ま
し

司
会
者

集の案

皆さんへ・・

次 の 日程をお知らせ します。

2等陸・海・空士  男子9月 18日 女子 9月 25～ 26日

一般曹候補学生 。曹候補士

航空学生

看護学生

防衛医科大学校

防衛大学校

9月 16日

9月 22日

10月 23日

11月 3～ 4日

0～ 11日

によつて違いますので、詳 しい

または役場の自衛隊

ヽ`
く

「息
も
ぴ

っ
た
り
」

昭
和
会
の
皆
さ
ん

ヽ`

る
0

募集担当 )ま でどうぞ。

大
会
に
先
立
ち
、
高
森
警
察
署
交
通

係
長
か
ら
、
高
齢
者
の
事
故
防
止
に

つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

(17)

■阿蘇募集事務所 TL0967-34-0348

(4)

高森町職員採用試験のお知らせ 恣31%森町幾入場塀輻鰊

‥

‥
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産
業
開
発
青
年
隊
隊
員
募
集

熊
本
県
で
は
、
平
成
十
四
年
度
隊

員
の

一
次
募
集
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内
に
居
住
又
は
居
住
し
よ
う
と

す
る
十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
の

独
身
者
。
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
者
。
心
身
が
健
全
で
所

定
の
教
育
訓
練
に
耐
え
う
る
者
。
全

寮
制
に
よ
る
規
則
正
し
い
共
同
生
活

に
耐
え
う
る
者
。

■
募
集
人
員

三
十
五
名
程
度

（女
子
を
含
む
）

■
募
集
期
間

平
成
十
三
年
九
月
三
日
（月
）

～
九
月
二
十

一
日

（金
）

■
試
験
期
日

平
成
十
三
年
十
月

一
日

（月
）

■
試
験
の
場
所

（財
）熊
本
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

（下
益
城
郡
城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目

学
科
試
験

（数
学
、
国
語
、
作
文
）

面
接
試
験

■
申
し
込
み
先

〒
８
６
１

・
４
２
１
５

下
益
城
郡
城
南
町

大
字
沈
目

一
六
六
七

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

ＴＥＬ

０

９

６

４

・

２

８

・

６

６

１

１

熊
本
県
土
本
部
監
理
課

ＴＥＬ

０

９

６

・

３

８

３

・

１

１

１

１

（内
線
６
０
１
４
）

熊
本
県
保
育
士
試
験

■
試
験
日

平
成
十
三
年
八
月
十
八
日

（土
）

～
八
月
二
十
日

（月
）

■
試
験
会
場

熊
本
県
立
大
学
及
び
熊
本
県
保
育

大
学
校

■
受
付
期
間

平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
（金
）

～
七
月
十
三
日

（金
）

■
受
験
申
込
手
続

受
験
申
込
書

・
受
験
票

・
写
真

票

一
部
、
受
験
手
数
料

（八
千
九
百

円
）
、受
験
資
格
証
明
書
、
一
部
科
目

合
格
証
明
書
又
は
科
目
専
修
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
抄
本
、受

験
結
果
送
付
用
封
筒

一
通
を
準
備
し

て
、熊
本
県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭

課
に
提
出
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課

■
０
９
６
・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
１
２
４

・
７
１
２
５
）

引
揚
者
の
み
な
さ
ま

へ

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
か
ら
引
き

揚
げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し

た
通
貨
や
証
券
類
の
返
還
を
行

っ
て

い
ま
す
が
、
半
数
以
上
は
ま
だ
返
還

の
申
し
出
が
な
く
、税
関
に
保
管
さ

れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
早
め
に
税
関
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

返
還
請
求
は
、
引
揚
者
本
人
の
ほ

か
、
ご
家
族
の
方
で
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
税
関
監
視
部

〒
８
５
０

・
０
８
６
２

長
崎
市
出
島
町

一
番
三
十
六
号

ＴＥＬ

０

９

５

・

８

２

８

・

８

６

４

４

高
森
保
盲
０
だ
よ
り

お
年
寄
り
と

七
夕
を
作
り
ま
し
た

七
月
七
日
は
七
夕
。
高
森
保
育
園

の
年
長
組
の
子
ど
も
た
ち
が
、
お
年

寄
り
と

一
緒

に
七
夕
づ
く
り
を
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た

ち
と

の
ふ
れ
あ

い
を
目
的
に
し
た

も
の
で
す
が
、参
加
さ
れ
た
町
内
の

お
年
寄
り
十

一
名

の
お
じ

い
ち

ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
か
ら
は
、

「
み
ん
な
可
愛

い
で
す
ね
。
子
ど
も

に
返

っ
た
気
分
で
す
。
」
と

の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

で
き
あ
が

っ
た
七
夕
飾
り
は
、
み

ん
な
で
高
森
駅
に
飾
り
付
け
に
行

き
ま
し
た
。

ま
た
、
飾
り
付
け
が
終
る
と
、
昼

食
会
が
行
わ
れ
、
園
児
も
お
年
寄
り

も
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本町でも 6月 25日 (月 )か ら

『 lT講習会』が始まりました。

詳細は来月号に掲載予定です。

6月 311(||)、 熊本市の交通センターホテルに

おいて、在熊高森会 (古木幸夫会長)の総会が開催

され、平成 12年 度の事業報告や13年度の事業計画

等が承認されました。この会は、熊本市や近郊にお

住まいの高森町出身者で組織されており、会の親睦

はもとより町内のイベントなどにも積極的に協力 し

ていただいています.

本町の酪農家宇藤文三さん、よし子さん夫要が、

6月 17日 の父の日にちなんで、町長にちち (牛乳 )

をプレゼントしました。これは、県内の酪農関係団

体によるキャンペーンのひとつで、「高森町のお父

さんである町長に熊本県産の牛乳を飲んでもらお

う」と贈られたものです。

●   ●

●   ●
「初盆を迎えるご家庭」の記事について

皆様方の早期発行のご要望

にお応えして、今年は 7月 24

日までの内容で、広報誌とは

別に7月 25日 に「広報たかも

り号外」として全世帯に配布

します。(こ れ以降の追加、変

更は各組回覧)

次の場合は、戸籍住民係まで連絡 してください。

◎掲載を希望されない場合

(翌年度に変更される場合など)

◎お亡 くなりになられた方が本町に住所が無かった

が、本町で初盆を迎えられるなどで、本記事への掲

載を希望される場合

■住民生活課 戸籍住民係 TEL 2-1111 (内 線133)
・ 修

~

(16)(5)

ヤマメ釣り大会のお知らせ

日時 :7月 22日 (日 )午 前 5時～午前 10時

場所 :野尻川

(大谷ダム流れ込み付近～川田代まで)

受付 :午前4時 ～午前 8時 高森町朋遊館前広場

参加料 :野尻川ヤマメの里育成会会員500円

町内一般 1,500円、町外一般 2,500円

大物賞、大漁賞など多数賞あり

ヤマメのつかみ取 り大会

幼児以上 (参加費一人300円 )

言半しくは、

野尻川ヤマメの里育成会 TEL5-0021

高森町役場野尻出張所  h5-0211

.r il

父の 11=ちち (牛乳)を
プレゼント

|='

臨

楼ゝ
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囲
と
場
呻
寵
厄
璽
全
教
国

絋
鬱
い
き
議
鶴
依
一験
な
鰺
一一購
鰺

（上
色
見
小
学
膜
）

六
月
六
日
、
上
色
見
小
学
校

体
育
館
で
、
日
本
国
際
童
謡
館

の
専
属
歌
手
沖
吉
け
い
子
さ
ん

と
、　
Ｖ
・ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｏ

（ビ
エ
ン

ト
）

の
皆
さ
ん
に
よ
る

コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
子
ど

も
た
ち
に
ほ
ん
も
の
の
芸
術
を

肌
で
感
じ
て
、
芸
術
感
覚
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年

教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

Ｖ
ｉ

ｅ
ｎ
ｔ
Ｏ
の
皆
さ
ん
は
、

ア
ン
デ
ス
地
方
の
民
俗
楽
器
と
、

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
新
し
い
音
楽
を
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
沖
吉
さ
ん
の

素
晴
ら
し
い
歌
声
と
の
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
「楽
し
い
う
た
。希

望
の
う
た

・
心
の
う
た
」
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

児
童
た
ち
か
ら
は
、
「
生
で

聞
い
た
の
は
初
め
て
で
、
と
て

も
感
動
し
た
。
」
と

い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

梅
書
苑
の
お
年
寄
り

地
鶏
牌
理
に
し
た
つ
づ
み

五
月
二
十
八
日
、
梅
香
苑
の
お
年

寄
り
二
十
三
名
と
職
員
九
名
の
皆
さ

ん
が
、
上
色
見
の
炭
焼
地
鶏
料
理
の

店

「
さ
え
き
屋
」
（佐
伯
隆
昌
代
表
）

に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

佐
伯
さ
ん
は
、
「今
の
時
代
が
あ

る
の
は
先
輩
方
の
お
か
げ
。
そ
の
先

輩
方
を
大
事
に
し
た
い
し
、
お
年
寄

り
の
喜
ぶ
顔
を
見
る
の
が
楽
し
み
。」

と
の
思
い
か
ら
、
開
業
以
来
、
毎
年

梅
香
苑
の
お
年
寄
り
を
食
事
に
招
待

さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
十
三
回
目
。

招
待
を
受
け
た
お
年
寄
り
た
ち

は
、
日
頃
あ
ま
り
お
目
に
か
か
れ
な

い
地
鶏
料
理
を
、
お
い
し
そ
う
に
食

べ
て
い
ま
し
た
。

肥

後

狂

句

春
も
過
ぎ
　
パ
ン
ツ
い
っ
ち

ょ
の
風
呂
上
り

ギ

ュ
ソ
　
■
の
形
几
の
似
合
う
帯

よ
か
先
生
　
む
の
傷
も
診
て
や
ら
す

ギ

ュ
ッ
　

ニ
本
日
か
ら
が
ほ
ん
な
味

遠
す
ぎ
る
　
ヘ
リ
で
近
勤

で
け
ん
か

い

よ
か
先
生
　
落
第
す

っ
と
口討
薇
る

よ
か
先
生
　
恙
者
が
患
者

つ
ｋ
て
く
る

遠
す
ぎ
る
　
手

で
終

っ
た
甲
子
園

殊
の
外
　
前
途
多
難
の
ロ
ヤ
節

行
き
そ
び
薇
　
駐
車
圭

及
に
来
た
手
欠

ギ

ュ
ッ
　
財
布
も
政
治
不
信
ば
な

春
も
過
ぎ
　
牧
野
の
牛
も
跳
ね
回
る

句

類
百
の
杖
立
川
に
鯉
踊
る

雨
少
し
残
り
し
朝
の
百
千
鳥

逹
体
に
孫
と
登
り
し
荻
が
岳

視
界
み
な
目
映

い
程
の
オ
葉
か
な

妬
垣
の
長
き
に
伝
う
乾
桜

れ
■
の
景
ニ
ツ
葉

つ
つ
じ
の
た
も
有
り

熊
日
に
筍
包
み
貰

い
け
り

刈
残
す
入
菫
山
火
を
佛
壇

ヘ

●   ●

●   ●

（町
立
保
育
園
台
同
）

六
月
十
五
日
、
町
と
高
森
警
察
署
の
企
画
に
よ
り
、
町
立
保
育
園
五
園
合

同
で
、
「親
と
子
の
交
通
安
全
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
さ
い
子
ど
も

へ
の
交
通
教
育
は
大
変
難
し
い
も
の
で
す
が
、
今
回
は
子

ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
い
ビ
デ
オ
の
上
映
を
行

っ
た
後
、
安
全
協
会
事
務

局
長
や
警
察
署
交
通
係
長
の
お
話
な
ど
に
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
か

た
む
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
女
性
交
通
指
導
員
な
ど
か
ら
、
役
場
前
の
横
断
歩
道
を
利
用
し

て
、
正
し
い
横
断
歩
道
の
渡
り
方
に
つ
い
て
も
教
わ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
交
通
事
故
の
大
半
は
「飛
び
出
し
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
日

頃
か
ら

『飛
び
出
さ
な
い
』
こ
と
と
、
『き
ち
ん
と
止
ま
る
』
こ
と
を
身
に
付

け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
も
適
切
に
使
用
し
ま
し
よ

う
。■ト

一
般
の
方
の
肥
後
狂
句
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

POETRyPAGE

皐
　
月

　

　

（
阿
蘇
御
神
大
会
）

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

佐
伯
　

又ヽ
雄

堀
口
　
誅
仙

挑
一
口
　
　
一
士戸

日
本
　
琴
司

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
夭

林
　
　
不
恙

馬
源
　
馬
笑

和
源
　
白
酔

渡
辺
　
雲
海

口
上
黙
公
子

佐
藤
　
菫
信

森
　
　
政
隆

後
藤
　
法
籠

本

口
　

初ヽ
雄

阿
部
タ
ツ
ヱ

鶴
沐
　
　
巧

本

口
　
訓
子

後
藤
や
よ

い

森
　
　
工
六

(6)(15)

ヽ

´
　
っ

た
だ
り
ま
―
，

0)

―
ヽ

、

4

C

″
ん
ｒ
）

苺
「

″

:|み ||1鑓 |なで一緒|こ歌うて遊びました

弾 け

一
一
　

一
一

―
●
一一■
●
一■

―

苺
‐

擁
「

´

うまかね― !

苺
ヽ

亀ヽ
「
鶴

鬱

|ヽ

．

魔電藤欄

夕

上げて渡ろうね。



オみ子書の口な

彫鍮恵
磁ぶ祟玄お森お等学袂 盗徒作品

手づくり記念品の切り絵

【期間】

8月 6日 (月 )～ 10日 (金 )

【会場】

阿蘇山系

(根子岳 ,高岳・南外輪山 )

昨年、熊本県内の食中毒発生状況は、下の

グラフに示すとおりで、夏に多く発生してい

ますが、冬場も発生します。季節にかかわら

ず食品の取 り扱いには十分注意してくださ

い。

(人 )

250

食中毒患者数

200

150

100

1月   3月   5月   7月   9月   11月

５９
神

50
釧
♂

７
一

鰺
蠅 0   0

個
人
賞

最
優
秀
選
手
賞

岩
下
博
幸

（南
球
）

優
秀
選
手
賞

相
馬
裕
幸

（旭
球
友
）

も
う
す
ぐ
始
ま
る

ひ
の
く
に
新
世
紀
総
体

二
十

一
世
紀
初
め
て
の
夏
、
全
国

の
高
校
生
選
手
に
と

つ
て
最
大
の
目

標
で
あ
る
「全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）」
が
、
県

内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
よ

う
と
、
県
内
の
全
て
の
高
校
生
が

「
一
人

一
役
」
を
合
い
言
葉
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ

つゝ
で
す
。

中
で
も
、
本
町
は
登
山
競
技
の
舞

台
で
も
あ
り
ま
す
が
、
地
元
で
開
催

さ
れ
る
と
あ
っ
て
高
森
高
校
の
み
ん

な
も
準
備
に
力
が
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、高
森
高
校
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

登
山
大
会
の
成
功
へ
向
け

み
ん
な
で
頑
張
り
ま
～
す
！

本
校
で
は
、
生
徒
会
を

「高
森
高

校

一
人

一
役
委
員
会
」
と
し
、
登
山

大
会
に
お
い
て
司
会
を
す
る
三
名
の

生
徒
を
含
め
、計
十
八
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

一
人

一
役
の
活
動
内
容
は
、
新
聞

の
発
行
を
は
じ
め
、手
づ
く
り
記
念

品
の
作
成

・
ク
リ
ー
ン
作
戦

・
ゆ
う

み
っ
く
す
編
集
・装
飾
用
草
花
の
育

成
・熊
本
国
体
と
岐
阜
総
体
視
察
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

6

中
で
も
、全
生
徒
に
よ
る
手
づ
く

り
記
念
品
の

「切
り
絵
」
は
、
本
校

な
ら
で
は
の
作
品
で
、
「根
子
岳
の

四
季
」
を

一
人
三
枚
以
上
作
成
し
て

い
ま
す
。
作
品
は
、
新
世
紀
総
体
の

思
い
出
に
し
て
も
ら
お
う
と
、
登
山

大
会
参
加
者

一
人
ひ
と
り
に
配
布
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
登
山
大
会
の
運
営
補
助
役

員
と
し
て
、総
勢
二
百
二
十
名
の
生

徒
が
決
定
し
て
お
り
、今
後
研
修
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
、
高
森
は
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
高
校
生
で
熱
く
燃
え
上
が
り

ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

優
　
勝

準
優
勝

第
三
位

敢
闘
賞

南
球

旭
球
友

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

高
森
町
役
場

春
季
ナ
イ
タ
ー
ツ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催

に
よ
り
、
五
月
十
四
日
か
ら
十

八
日
ま
で
の
五
日
間
山
村
広
場

で
開
催
さ
れ
、
熱
戦
の
末
、
優

勝
の
栄
冠
は
南
球
に
輝
き
ま
し

た
。大

会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

０
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優勝 「南球チーム」

初参加の色見小学校大健闘 高森小 Aチームが準優勝
交通安全子ども自転車大会

準優勝「旭球友チーム」

食中毒防止にご協力を !!

ヒーーーーー高森町バードミシートシ大会―一一一一一」

6月 3日 の日曜日、高森中学校体育館で町バ ドミン

トン大会が開催されました。

大会には一般男女 24名 、小学生36名 が参加し、日

頃の練習の成果を存分に発揮 して、熱のこもった試合

が展開されました。特に初参加の色見小学校の健闘が

大会を大いに盛 り上げました。

大会 結 果 (優勝 のみ 掲 載 )

□一般の部 (一部)長 尾和博・岩下賢一

□一般の部 (二部)大 塚ゆか り・二子石真一

□ 6年男子の部 工藤翔平 。堤智秀 (高森小学校 )

□ 6年女子の部 山田静香・下田美穂 (高森小学校 )

□ 5年男子の部 荒牧希・杉永一樹 (高森小学校 )

□ 5年女子の部 二子石晴香・三井理絵 (高森小学校 )

□ 4年女子の部 甲斐朱音・野中莱瑞紗 (色見小学校 )

6月 9日 の土曜日、蘇陽町の町立体育館で阿蘇南部地

区交通安全子ども自転車大会が開催されました。

正しい自転車の乗り方を学びながら、交通安全への意

識を高めることを目的として、阿蘇南部地区交通安全協

会が主催したもので、高森・白水・蘇陽から合計 7チ ーム

が出場。

S字や 8の字コース、一本橋走行などの難しい実技競

技と学科テス トに、子どもたちは真剣に取 り組み、日頃の

練習の成果を十分に発揮していました。

「根子岳の四季」作成中 !

食中毒予防の三原則

『清潔』。『迅速』・『過熱又は冷却』

を徹底 しましょう !!

大会結果

■団体の部
・優 勝

・準優勝
・第 3位

■個人の部
・第 3位

蘇陽小A
高森小A
蘇陽小B

蝙繹鰈鰈鰈蟷

(7)

熊本県内食中毒発生の推移
(人 )

1200
患者数 ―

―
発生件数 (件 )

125

120

115

110

1 5

1 0

22

患

者
　
数

16 645

発
生
件
数

400

200

0

|

L
平成 9年  平成10年  平成11年  平成12年

(14)

地域や学校・園・スポーツ・文化行事などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。
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工藤翔平 (高森小A)
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このを会 あなたの所″ゞ生きている

七
月
は
国
民
健
康
保
険
税

′` 1

●公立学校の児童 。生徒 1人当たりの

年間教育費負担額

小学生・・・816,000円

中学生・・・868,000円

高校生・・・919,000円

(全 日制 )

～ご存 じですか税のゆくえ～

●私たちの生活や安全を守るための

警察 。消防費は5兆 3,578億円

国民 1人あたりでは

約 42,400円

排泄のお世話②

体に合った

便器を選ぶ
0

介護用便器のいろいろ
寝たきりになっても、腰を上げられるか、

横を向くことができれば、次のような便器

が使えます。介護状態に応 じて使いやすい

ものを選んで利用してみましょう。

●差 し込み式便器 〔イラス ト①〕

お尻に当たる部分が薄 くなっているの

で、腰の痛みが少なく使いやすいでしよ

う。また、スポンジカバーを付けたリタオ

ルをたたんでお尻の下に入れたりすると、

より快適に使えます。

●ゴム便器 〔イラス ト②〕

全体がゴムでできていて、空気を入れて

使います。柔らかいのでやせた人、お尻が

●ヽ

（
三
期
）

の
納
期
で
す
。　
　
納
期
限
　
（七
月
二
十

一
日
）

ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う

●市町村のゴミ処理費用 2兆 5,427億円 ●国民医療費の公費負担額 9兆 6,156億 円

お年寄りが寝たきりになると、すぐに「おむつ」を使わなければと考えがちですが、
必ずしもそうではありません。本人も便器で排泄できるほうが気持ちがよいものです。
「おむつは最後の手段」と考え、なるべく便器を使う工夫をしてみましょう。

、  1   1   /

国民 1人当たりでは

約 20,100円

(注 )人口 :平成 10年 10月 1日 現在 126,486千 人 (総務庁統計局推計 )

国民 1人あた りでは

約 76,000円

①差し込み式便器

③洋式便器

②ゴム便器

④尿器

●  ●

空気入れ

私
た
ち
「
解
放
子
ど
も
会
」
学
習

会
の
メ
ン
バ
ー
総
勢
四
十
四
名
は
、

毎
週
二
～
三
回
の
活
動

（学
習
会
）

を
「
い
こ
い
の
家
」
で
行

っ
て
い
ま

す
。今
年
か
ら
は
高
森
高
校
も
活
動

に
参
加
し
て
お
り
、
高
森
小

・高
森

中
と
合
わ
せ
て
三
校
の
仲
間
・先
生

と
毎
回
楽
し
い
活
動
を
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
こ
の
「
解
放
子
ど
も
会
」

学
習
会
で
す
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
い
こ

い
の
家
で
行
う
の
か
を
簡
単
に
お

話
し
ま
す
。

い
こ
い
の
家
は
、
「
差
別
を
し
な

い
子
ど
も
」
。「差
別
を
見
抜
く
子
ど

も
」
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
い
う
親
の

強

い
願
い
に
よ

つ
て
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
こ
い
の
家

に
集
う
こ
と
自
体
が
様
々
な
差
別
の

解
消
に
向
け
て
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
ん
な
気

持
ち
を
持
っ
た
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
の
た
く
さ
ん
の
人
が
、
こ
の
い
こ

い
の
家
で
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。

「
解
放
子
ど
も
会
」
学
習
会
の
目

的
は
、
「
差
別
に
負
け
な
い
力
」
「
差

別
を
許
さ
な
い
力
」
を

つ
け

て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
力
を

つ

け
て
い
く
た
め
に
は
、
様
々

な
そ
の
基
盤
と
な
る
力
が
必

要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
学
習

会

で
は
人
権

に
関
わ
る
学

習
、
基
礎
学
力
を

つ
け
る
学

習
そ
れ
か
ら
、
体
験
活
動
（野

菜

作

り

、

野

外

キ

ャ

ン

プ

・
…

）
等
、
い
ろ
ん
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

も
そ
の
基
盤
に
な
る
力
を
つ

け
て
い
く
た
め
で
す
。

体
験
活
動
は
と
て
も
楽
し

み
な
時
間
で
す
が
、
見
た
り
、

触
れ
た
り
、
体
を
使

っ
た
り
、

友
達
と
協
力
し
た
り
、
と
き
に
は
け

ん
か
を
し
た
り
、
そ
ん
な
経
験
を
し

な
が
ら
心
が
耕
さ
れ
豊
か
に
な

っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
総
合
的
な
学
習
会

の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
を
大
切

に
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
、
他
人

を
大
切
に
で
き
る
人
に
な
る
こ
と

（「
差
別
に
負
け
な
い
力
」
「
差
別
を

許
さ
な
い
力
」
を
つ
け
る
こ
と
）
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
も
し
よ
け
れ
ば

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
「
い

こ
い
の
家
」
に
お
い
で
に
な
り
ま
せ

ん
か
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

ＴＥＬ

２

・

１

１

１

１

（内
線
１
３
２
）

●

「
人

権

」

《
自
分
を
大
切
に
　
他
人
を
大
切
に
》

女性用

男性用

痛 くなりやすい人に向いています。

●洋式便器 〔イラス ト③〕

体格のよい人で、上体 を起 こせ

る方が利用 します。体重 を乗せて

●   安心 して使 うことができます。

●尿器 〔イラス ト④〕

小水専用 として使 うのが尿器。

男性用 と女性用があ り、簡単に使

えて便利です。

軽くて便利なプラスチック製
便尿器の材質には、主に鉄製ホー

ローび きとプラステ ック製があ りま

す。

ホーローびきの ものは変色せず ど

んな消毒 にも耐えられる長所がある

反面、堅 くて冷たいという欠点 もあ

ります。プラスチ ックは長 く使 って

いると変色する欠点 もあ りますが、

軽 くて柔 らかいので、家庭で使 うに

はプラスチ ック製のほうが向いてい

ます。

(13)

ソご

σ

私も介護保険のお世話にな

去る6月 1日 から、妻が還暦旅行で長崎に行 くことにな

りました。私は身体の自由があまり利かないため、妻の留

守中の食事等のことで、役場の介護保険担当の方に相談 し

てみました。そしたら、「そりゃ介護保険を利用 して、ヘル

パーさんに来てもらいなっせ。」と言われました。

早速ケアマネージャーの瀬井さんとヘルパーさんが来ら

れて、常日頃の起床時間や食事の時間、食べ物の好き嫌い

等を調べられました。

そして、1日 目の夕食と2日 目の朝・昼食のお世話をして

いただきました。朝の豆腐 と大根のお味噌汁、お昼の肉う

どんなど、大変美味 しくいただきました。

3回 の介護訪間で、私の負担額は153円 ×3回で 459円

でした。皆さん本当に有難うございました。

上色見 佐伯文雄

●介護保険担当者の声

佐伯さんのように、介護保険の認定を受けられている方は、食事

の準備だけの介護も受けられますので、必要な時はお気軽にご利用

ください。

■保健福祉課 介護保険係 Ъ2-1111(内線 123)

〕
し′

(8)

あ
り
が
と
う
ご
ぃ０
い
ま
し
た
０

クリ



み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
ｃ

い
よ
い
よ
暑

い
夏
が
や
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
暑
い
日
に
は
、
湧
水
ト

ン
ネ
ル
公
園
に
で
も
行

っ
て
涼
み

た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
回
は
前
回
に
続
き
、

「
こ
ど
も

の
歯

の
健
康
」
に

つ
い

て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る

に
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
歯
に
健

康
な
生
活
を
実
践
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
町
で
は
次
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

・
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科
料
理
教
室

。
よ
い
歯
の
教
室

・
フ
ッ
素
塗
布

・
フ
ッ
素
洗
口

饗壼:民去鍵簾颯

フッ素塗布による虫歯発生状況
・
幼
児
歯
科
健
診

・
よ
い
歯
の
表
彰

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
や
健
診
な
ど

の
際
は
、
対
象
と
な
る
方
に
随
時

通
知
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

虫
歯
予
防
の
取
り
組
み
の
中
で
、

今
回
は

「
フ
ッ
素
塗
布
」
に
注
目
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

フ
ッ
素
塗
布
は
、
一
歳
児
の
「
よ

い
歯
の
教
室
」
を
受
講
し
た
方
の
中

で
、希
望
に
よ
り
三
ヵ
月
毎
に
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。

左
上
の
表
は
、
フ
ッ
素
塗
布
を
し

た
場
合
と
し
て
い
な
い
場
合
の
、
虫

歯
の
発
生
数
を
比
較
し
て
み
た
も
の

で
す
。

一
歳
六
ヵ
月
児
健
診
か
ら
、
三
歳

児
健
診
時
の
虫
歯
の
増
加
数
を
年
度

毎
に
み
た
も
の
で
す
が
、
明
ら
か
に

塗
布
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
方

が
、虫
歯
の
発
生
本
数
が
少
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
年
々
虫
歯
の
発
生
数
も

減

っ
て
き
て
い
ま
す
。

保
育
園

・
幼
稚
園
で
は
、
ブ
ク
ブ

ク
う
が
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
フ
ッ
素
洗
口
を
行

っ
て
い
ま

す
の
で
、
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

へ    ′

●   ●

●   ●

ι
'‐

歯とあごを強くする食生活をしましょう。
◎かみごたえのあるものを食べよう

健康な歯と歯 ぐきをつ くるためには、かみごたえのあるものを

食べることが大切。
・繊維質が豊富な根菜類 (い も・にんじん。大根など)

・骨まで食べられる魚 (め ざし。いわしの丸干 し・煮干 しなど)

。海藻類 (昆布、ひじきなど)

献立すべてをかみごたえのある食品にしたら、あごが疲れてし

まうので、毎食に一品かみごたえのある食品をプラスするだけで

も効果的。

◎カルシウムとたんぱく質をしっかりと

歯のエナメル質の主成分はカルシウム。丈夫な歯をつくるため

にしっかりとりましょう。ただし、カルシウムはビタミンDと 一

緒でないとうまく吸収されないので、シイタケ・レバー・魚介類

などと一緒にとったり適度に日光を浴びたりして補いましょう。

手づ (ι )あ やつ

～ ∪んどようかん ～

□材料 (10人分 )

・寒天 1本

・ りんご 1個

・砂糖 150g

・食紅少々

・zК 400cc

□作 り方

①寒天を小さくち

ぎり、水にひたして

おく。②りんごは皮と芯を取り、ひたひたの水で

煮る。③②をミキサーにかけ、つぶす。④寒天を

400ccの水で煮溶かし、りんごを入れ、食紅を少々

入れ、型に流して冷やし固める。

食生活改善推進委員

田辺さん、島田さんの作品

7月 は

「愛の血液助け合い運動」月間です

日本では現在、1年間に延べ600万人の方が献血に

協力 し、輸血を中心とした医療を支えています。しか

し、血液製剤については、その多 くを海外からの輸入

に頼っているため、安全性の確保と倫理上の観点から、

2008年 を目途に自国の献血で確保することとしていま

す。

そのためには、多くの方の献血への協力が必要とな

ります。献血は、健康であれば最も身近にできるボラ

ンティアです。

ぜひご協力をお願い

いたします。

●エイズ検査目的の献

血はお断 りしていま

す。

●献血場所などのお問い合わせは

熊本県赤十字血液センター TEL 096-384-2111

日本赤十字ネ土 TEL03-3438-1311

役場保健福祉課保健推進係2-1111(内 線 131)

愛 の 献 皿

移動献血車がやつてきます

あなたの善意をお寄せ<ださい

■と き 7月 31日  (火曜日)

9時 30分から11時 30分まで

12時 30分から16時 まで

■ところ 林業総合センター

□次の献血予定日 12月 25日 (火 )

年 度

フッ素塗布実施 フッ素塗布未実施

人数 虫歯平均発生本数 人数 虫歯平均発生本数

平成 10年度 16 1. 94 48 4. 21

平成 11年度 16 1. 88 54 4. 13

平成 12年度 1  1 0. 60 31 2. 80

休暇村だより いよいよづ―にがオーづ二します I

期間 :7月 15日 (日 )～ 8月 31日 (金 )

時間 :午前 9時～午後 5時

料金 :大人 (中学生以上)300円、小学生 200円、

幼児 100円、見学 100円

★オープニングイベントのご案内☆
7月 15日 (日 )10:30～
高森町民に限り無料開放 !!

催 し物 :宝探 しゲーム 。お楽しみ抽選会 (空 く

じなし)

当日は無料送迎「プールバス」を運行 します。

【迎え時間】 役場高森中央出張所 (元産交バス

営業所)9:45→高森駅 9:50→休暇村 10:00

【送 り時間】 休暇村15:00→ 役場高森中央出張

所 15:10→ 高森駅 15:15

■問い合わせ 休暇村南阿蘇 TEL09676…2-2111

毎週水曜日はプールの日

高森町内の小学生は入場料無料

(9) (12)

栄書士のいただきまあ
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路
上
駐
車
で
歩
道
を
ふ
さ
が
な
い
で

・

・

・

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
大
変
危
険
で
す
の
で
、
定
め
ら
れ
た
場
所
に
駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

大文夫ですか ?夏山登山の事前準備

山岳遭難の実態

山岳遭難は、四季を通じて発生 していますが、特に夏期には家族やグループでの登山・ハイキング

などで山を楽 しむ人たちが多 くなり、気象の急変等によって遭難するケースなどが心配されます。

特に、最近では中高年者の趣味と健康を兼ねた気軽な登山が重大な遭難につながる傾向にあります。

山岳遭難の原因
¬

○ 登山上の注意事項

若いス 6老後のことを考えましょう

☆森林を伐採・ 開発するときは事前にご相談を :

森林は、木材を生産するだけでなく、水源の確保や災害の防止、汚れた空気を浄化するなどさまざ

まな機能を持っており、私たちの生活になくてはならない重要な存在です。

森林施業や開発を行うために、森林法で指定された森林を伐採 したり土地の形状を変更する場合は、

事前に県や役場で所定の手続 きを行うことが必要です。

詳 しくは、下記までお問い合わせ ください。

なお、これらの行為について、他法令 (自 然公園法など)に よる手続 きも必要になる場合がありま

すので、ご注意 ください。

○ 林地開発を行う場合 (森林法で指定された普通林内において、土地の形状を変更する面積が

1ヘ クタールを超える場合 )

→ 熊本県阿蘇地域振興局林務課 (TEL0967-22-1111)

○ 森林法で指定された保安林内で伐採 。開発を行 う場合

→ 熊本県阿蘇地域振興局林務課 (TEL0967-22-1111)

○ 森林法で定められた普通林を伐採する場合

→ 高森町役場農林振興課林業振興係 (TEL2-1111内線 152)

(10)
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◆
忘
れ
ず
に
お
届
け
く
だ
さ
い
◆

二
十
才
か
ら
六
十
才
に
な
る
ま
で
の
四
十
年
間
だ
れ

も
が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
就
職

・
転
職

・
退
職

。
結
婚
な
ど
に
よ

り
、
種
別

（加
入
の
し
か
た
）
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
、

そ
の
都
度
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
第

一
号
被
保
険
者

自
営
業
や
自
由
業
の
方
と
そ

の
配
偶
者
、
フ
リ
ー
タ
ー

・

学
生
な
ど

○
第
二
号
被
保
険
者

職
場
の
厚
生
年
金
保
険
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方

○
第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

※
就
職

・
転
職

。
退
職
な
ど
が

あ

っ
た
場
合
は
、
必
ず
十
四
日

以
内
に
、
役
場
住
民
生
活
課
国

民
年
金
係
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

２

ｏ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

■
問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

国
民
年
金
係

（内
線
１
３
２
）

山岳遭難は、

○山に対する知識・経験不足

○自己の体力への過信

○装備等の不足

などが原因となっています。

☆ ゆとりある計画を立て登山届けを提出しましょう

☆ 単独登山は避けましょう

☆ 経験や技術・体力に合った登山をしましょう

★ 気象情報を確かめましょう

出発前に気象情報を必ず確かめ、登山途中に天候が悪

化 したら、早めに計画を変更しましょう。

☆ 体調を整えて入山しましょう

無理なコンディションでの登山は事故のもとです。

☆ マナーを守りましょう

ゴミは放置せず必ず持ち帰 りましょう。

★ 連絡手段を確保 しましょう

携帯電話等を必ず携行しましょう。

「

L

●  ●

●   ●

」

高森警察署 TEL 2-0110

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南音「分署  TEL 2-9034
水難事故を防止するために
一「自分で自分を助ける」考えかた一

水難事故においては、最後は自分で助ける (自 己保全)が最良の救助法になります。救助のプロが

そろい、資機材のそろった状況でも助けられない状況では、最後は自分で自分を助けることが要求さ

れます。

水難事故で溺水 しないようにするには、常 に呼吸を

確保すればよいわけで、具体的には口と鼻が水面より

常に上に出ればよい。その程度の浮力を確保するには、

1.5リ ットルのペ ットボ トル 2本、2～ 3リ ットル程度

の鍋、スーパーでもらえる買い物ポリ袋で十分です。

身の回りにある浮 くものを最初から身に着けている

ことで回避できます。これも 1時間程度の訓練 を数年

に一度でも受けていれば簡単に体得できます。

南部分署では着衣泳法の講習会を実施 しますので、

ご希望の方はご連絡 ください。

(11)

ヽ  ´

凛

転職、退職、結婚など

で種別が変わ つたとき、

届出は基礎年金番号で

行いましよう。

０
０

たかもり出身の皆様ヘ 広報たかもり からのお願い

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
想
い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
昨
年
度
は
二
十
三
万
円

を
超
え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
（寄
付
い
た
だ

い
た
方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送

の
場
合
、

一
ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り

ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
申

し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

高編警察署だより
国 民年 全 だ よ り


